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取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故
になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを
示しています。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いくださ
い。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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ヘッドホン外形図

ヘッドホンのたたみかた

主な特長
• 大口径40mmドライバーユニットとネオ
ジウムマグネットを採用し、クリアかつ
パワフルな音を再現。

• 持ち運びに便利な折りたたみ式。
• 入力コードにOFCリッツ線を使用した、
片出しカールコードを採用。

• 便利なクリック式スケール付きスライ
ダー。

使用上の注意
• 落としたりぶつけたりなどの強いショッ
クを与えないでください。

• ユニット部はていねいに扱ってくださ
い。

• 常に良い音でお聞きいただくために、プ
ラグを時々柔らかい布でから拭きし、清
潔に保ってください。

• 汚れは、乾いた柔らかい布で拭き取って
ください。その際、ユニット部に息を吹
きかけることはしないでください。とく
に、プラグ部分を汚れたままにしておく
と、音質が悪くなったり、音がとぎれた
りすることがあります。

• イヤーパッドは消耗品です。日常の使用
や長期の保存により劣化しますので、破
損したら交換してください。

主な仕様

形式 密閉ダイナミック型
ドライバーユニット

40ｍｍ、ドーム型
インピーダンス 63Ω（１kHzにて）
音圧感度 106dB/mW
最大入力 1W
再生周波数帯域 10～20,000Hz
コード OFCリッツ線カールコード

（使用範囲1.2 ～ 3m）
プラグ 金メッキ2wayプラグ
重量 約230ｇ（コード含まず）
付属品 キャリングポーチ（1）

本機の仕様および外観は、改良のため予告
なく変更することがありますので、ご了承
ください。

保証書とアフターサー
ビス

保証書について
• この製品には保証書が添付されています
ので、お買い上げの際お受け取りくださ
い。

• 所定事項の記入および記載内容をお確か
めのうえ、大切に保存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間で
す。

アフターサービス

調子が悪いときは

この説明書をもう一度ご覧になってお調べ
ください。

それでも具合の悪いときは

お買い上げ店、またはお近くのソニーサー
ビス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は

保証書の記載内容に基づいて修理させてい
ただきます。 詳しくは保証書をご覧くださ
い。

保証期間経過後の修理は

修理によって機能が維持できる場合は、ご
要望により有料修理させていただきます。

• ヘッドバンドのR印を右耳、L印を左耳に合わせます。
• スライドバーをぴったり合う位置に調節してください。
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約1200mm(伸長時約3000mm)

ご案内
ソニーではお客様技術相談窓口として

「テクニカルインフォメーションセンター」

を開設しています。
お使いになってご不明な点、技術的なご質問、故障と
思われるときのご相談は下記までお問い合わせくださ
い。

テクニカルインフォメーションセンター
電話：048-794-5194
受付時間：月～金　

午前9時から午後6時まで
（祝日、年末年始、弊社休日を除く）

ご相談になるときは次のことをお知らせください。
• 型名：
• ご相談内容：できるだけ詳しく
• お買い上げ年月日

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されていま
す。しかし、電気製品はすべて、まちがった使い
かたをすると、火災や感電などにより人身事故に
なることがあり危険です。事故を防ぐために次の
ことを必ずお守りください。
• 安全のための注意事項を守る
• 故障したら使わない
動作がおかしくなったり、破損しているのに気づ
いたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサービ
ス窓口に修理をご依頼ください。

安全のために

警告表示の意味
取扱説明書及び製品では、次のような表示を
しています。表示の内容をよく理解してから
本文をお読みください。

この表示の注意事項を
守らないと、大けがな
ど人身事故の原因とな
ります。

注意を促す記号

運転中は使用しない
自動車の運転をしながらヘッドホンを使用
したり、細かい操作をしたりすることは絶
対におやめください。交通事故の原因とな
ります。

大音量で長時間つづけて聞きすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つ
づけて聞くと、聴力に悪い影響を与えるこ
とがあります。呼びかけられて返事ができ
るくらいの音量で聞きましょう。

はじめからボリュームを上げすぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがあ
ります。ボリュームは徐々に上げましょ
う。とくに、MD、CDやDATなど、雑音
の少ないデジタル機器を聞くときにはご注
意ください。

かゆみなど違和感があったら使わない
使用中、肌に合わないと感じたときは使用
を中止して医師またはお買い上げ店、ソ
ニーサービス窓口にご相談ください。

下記の注意を守らないと、

火災・発熱・発火・
感電によりやけどや
大けがの原因となります。

ステレオヘッドホン


